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１
月
１
日
（
日
）
に
起
き

た
能
登
半
島
地
震
は
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
・
６
、
最
大
震

度
７
、
北
海
道
か
ら
九
州
ま

で
揺
る
が
す
地
震
で
し
た
。

こ
れ
ま
で
も
能
登
半
島
で
は

珠
洲
市
を
震
源
と
し
た
地
震

が
断
続
的
に
続
き
、
昨
年
５

　

能
登
半
島
は
地
震
被
害
の

片
付
け
復
旧
が
進
ま
な
い
な

か
、
９
月
21
日
（
土
）
の
豪

雨
災
害
で
二
重
の
被
害
を
受

け
ま
し
た
。「
地
震
の
時
よ

り
片
付
け
が
大
変
だ
」「
地

震
よ
り
恐
ろ
し
い
」
と
住
み

続
け
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
る

言
葉
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
被

害
は
死
者
15
人
、
重
傷
者
２

人
、
軽
傷
者
45
人
。
全
壊
58

棟
、
半
壊
４
４
７
棟
、
床
上

浸
水
２
５
６
棟
、
床
下
浸
水

１
０
７
１
棟
で
し
た
。（
11

月
５
日
現
在
）

　

被
災
地
は
高
齢
者
比
率
が

高
い
地
域
で
、
被
災
地
６
市

町
の
う
ち
、
半
分
の
市
町
で

65
歳
以
上
比
率
が
５
割
を
超

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
能
登

半
島
は
鉄
道
が
無
く
交
通
の

月
と
一
昨
年
６
月
に
震
度
６

ク
ラ
ス
の
地
震
が
発
生
し
て

お
り
、
不
安
の
な
か
で
生
活

し
て
い
ま
し
た
。

　

死
者
４
２
２
人
（
関
連
死

１
９
５
人
）、
行
方
不
明
者

３
人
、
重
傷
者
３
４
２
人
、

軽
症
者
８
７
６
人
と
な
り
、

家
屋
被
害
は
全
壊
６
０
６
３

戸
、
半
壊
１
８
１
６
９
戸
、

一
部
損
壊
６
３
４
１
０
戸
、

床
上
下
浸
水
１
１
戸
。（
11

月
５
日
現
在
）

　

ま
た
、
孤
立
集
落
は
ピ
ー

ク
時
24
集
落
で
３
３
４
５
人

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
避
難

は
ピ
ー
ク
時
で
３
万
人
超
で

し
た
。
公
的
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
１
４
２
６
６
５
人
（
８
月

19
日
現
在
）
が
参
加
し
て
頂

い
て
い
ま
す
。
火
災
は
11
件

で
、
ニ
ュ
ー
ス
で
も
よ
く
報

道
さ
れ
た
輪
島
朝
市
通
り
も

含
ま
れ
ま
す
。
上
下
水
道
は

能
登
半
島
全
域
に
断
水
状
態

が
長
期
に
続
き
、
下
水
の
復

旧
は
ま
だ
ま
だ
続
く
地
域
も

あ
り
ま
す
。

　

６
・
７
面
の
特
集
で
は
「
能
登
半
島
地
震
と
豪
雨
の
被

害
の
現
在
の
復
興
状
況
」
を
取
材
す
る
た
め
、
亀
山
教
宣

部
長
、
田
澤
部
員
、
栗
田
部
員
、
井
口
書
記
で
11
月
11
日

（
月
）
に
石
川
県
労
働
組
合
総
連
合
長
曽
輝
夫
副
議
長
に

取
材
に
行
き
ま
し
た
。

　

翌
日
の
12
日
（
火
）
は
、
実
際
に
被
災
し
た
方
（
建
交

労
の
組
合
員
さ
ん
）
に
話
を
聞
く
た
め
、
長
曽
副
議
長
に

付
き
添
っ
て
頂
き
石
川
県
珠
洲
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

激しい道路の起伏＝被災当時の写真

取材に訪れた石川県労連事務所

地震により倒壊した家屋＝被災当時の写真

済
法
の
内
容
が
時
代
遅
れ
と

な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
２

つ
目
に
避
難
所
や
仮
設
住
宅

の
構
造
や
環
境
の
改
善
が
必

要
で
す
。
政
府
と
石
川
県
は

開
発
型
の
「
創
造
的
復
興
」

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
い
ま
必
要
な
の
は
被
災

者
の
要
求
に
寄
り
添
っ
た
復

興
で
す
。
３
つ
目
に
国
の
予

算
を
予
備
費
で
は
な
く
、
復

興
予
算
と
し
て
き
ち
っ
と
予

算
化
す
べ
き
で
す
。
軍
事
費

を
削
っ
て
被
災
地
支
援
予
算

を
確
保
し
て
欲
し
い
で
す
。

大
阪
万
博
よ
り
被
災
地
に
資

材
・
重
機
・
工
事
関
係
者
を

回
し
て
欲
し
い
で
す
。
４
つ

目
に
自
治
体
合
併
や
自
治
体

職
員
の
削
減
、
自
治
体
財
政

の
厳
し
さ
で
公
務
公
共
サ
ー

ビ
ス
が
切
り
捨
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
５
つ
目
に
農
林
水
産

業
の
支
援
を
行
い
地
域
の
活

性
化
が
必
要
で
す
。
６
つ
目

に
被
災
者
に
と
っ
て
選
挙
権

が
行
使
し
づ
ら
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
投
票
所
ま
で
の
ア

ク
セ
ス
、
投
票
時
間
の
短
縮

な
ど
、
一
票
を
投
じ
た
い
被

災
者
に
不
便
を
強
い
て
い
ま

す
。
７
つ
目
に
被
災
者
に
は

憲
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
基

本
的
人
権
を
重
ん
ず
る
対
応

を
強
く
求
め
ま
す
。
東
日
本

大
震
災
の
経
験
が
活
か
さ
れ

て
い
な
い
避
難
所
な
ど
、
被

災
者
（
地
）
の
支
援
が
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
な

く
、
被
災
者
（
地
）
の
自
己

責
任
に
任
さ
れ
て
い
る
現
状

の
打
開
を
強
く
求
め
ま
す
。

被
災
者
を
人
と
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
て
欲

し
い
で
す
。
基
本
的
人
権
の

尊
重
を
何
よ
り
望
み
ま
す
。

れ
て
い
ま
す
。
人
口
減
で
税

収
も
低
く
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

も
老
朽
化
（
上
下
水
道
な

ど
）
し
、
基
幹
産
業
で
あ
る

農
林
水
産
業
は
国
の
政
策
で

減
少
傾
向
が
続
き
厳
し
い
状

況
で
す
。
復
旧
・
復
興
の
遅

れ
も
こ
の
厳
し
い
状
況
と
行

政
対
応
の
遅
れ
に
よ
り
大
幅

に
遅
れ
て
い
ま
す
。

　

問
題
点
と
課
題
の
１
つ
目

に
被
災
者
生
活
支
援
法
で
は

最
高
３
０
０
万
円
と
災
害
救

ア
ク
セ
ス
は
、
の
と
里
山
海

道
か
ら
珠
洲
道
路
を
経
て
金

沢
市
か
ら
普
通
は
３
時
間
程

度
か
か
り
ま
す
。
自
治
体
職

員
の
数
も
住
民
１
０
０
人
に

１
人
と
平
成
の
大
合
併
と
公

務
合
理
化
で
大
幅
に
削
減
さ

家屋が崩れ道路を塞いでいる＝被災当時の写真
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